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労 働 市 場 の モ デ ル *

一貧金較差の発生と変動機構の理論-

小 尾
B

.

分 析 の 目 的

この稿では，相異なる規模の企業（群）間で賃金較差の存在する労働市場のモデルを考察する。 

ここに規模め差とは，き働の需要主体（企業又は企業群）の間で労働の限界値値生産力曲線の高さに 

差のあることを指す。 ’
♦

労働需要者間および供給者間で競争が働く市場では， 個々の供給主体の労働が等賀的（需要者側 

からみて無差別）であるかぎり，同一*の賞金率が成立する。労働が異質的で乂，5 , C 等のグループ 

に分割されている場合セも，需要主体（企業）またはそのグループ 2̂, b, C等仏， 2̂は^ だけを， 

みはガだけを，ごはC だけを雇用め対象とし，また，バは《に，5 はみに，Cは Cにのみ応募する 

ならぱ，V I , 5 , C 等の各グループについて相互に独立な労働市場が成立し，不競争集団概；I；で資 

金と廣用の決定メカニズムを叙述できる。

しかし，労働が異質的セありながら，なおかつ, 企 業 み ， 等はそれぞれX もがもC もを属 

用の対象とし，供給主体ん B ’ Qはそれぞれび，ゐ， Cに対して応寡するとい5場合は,不競争 

第団概念すなわち相互に独立な市場を設定して, それらの中でそ;Kぞれ一物一価的に相異なる賞金 

率が成立するという理論は適用できない。現*美の労働市場は，しかし，このような性質をもってお 

り, この点に労働市場の理論構成上のつの基本的な，そして解決を要する問題点がある。

ここにいう労働の異質.性とは，労働需要側からみて，個々の労働供給主体間には選択順位に差の

* 本稿の教値例計算は，®  ロ美雄, J±村和佑両氏の助力による。また，吉岡完治，桜本光両氏は数値t十算法にかんし 

て協力を与えられた。牧厚志氏には^̂ 1純モデルの方程式の導出過程の吟味を復わした0 松野ーま氏は補論ね)の確率計算 

について助力を与えられた◊各氏に厚 <:謝意もまさせて戴きたい。

なお,’ ネ搞の理論構成の基本的因式の部分は， 第 6 回g|'量経済学会譲（同全議報告f t所収の小尾 r家計の労働供給理 

論一貧金f t用分析の基礎一！参照）fcおいズ提承され，注（2 )に所揭の文献①②等れおいて敷衍された◊ 本稿では， こ 

の因式に解析的な形が# えられ, , 労働市場モデルが設定される。

注< 1) したがゥて, とこで分析対象となる賞金较墓は，同一産業部門内の企業グルプ間（親模問）較差だけでなく，相きな 

る業に属している企業グループ間での校差をも意味しでいる。なお，企業（又はそのグループ）間で観測される労働 

り限界她爐生虚カtill線の高さの差を生じる廣因には資本設備の差や，役入された労働の異質性が舍まれあが♦本文で限 

界価値生産力曲線の高さの差.と呼んだものは，後者（労働質）を一定に保った上での差を播している6
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あることを指す。選択順位ほ, 特定作業にかんする経験年数，あるいは就学年数や性等々の指標と 

間接的に直接的に関速しているであろう。これら0 条件がすべて共通な労働供給主体の間でも，し 

かし，なお選択順位の差が存在しう;^し，琪存し:t：いるとみられる。実際，職種や性，年齢，経驗 

年数等の条件を固定しても, なお企業規模間で貴金較塞がみられることはよく知られている。この 

享実は, 上記の条件が共通な労働のグル^ プの中においてもなお個々の労働の間で選択順位に差力*、 

あることを示峻している。なぜなら，もし順位に差がなく，どの労働も無差別ならば，大親摸企業 

の生ま性（労働の限界生産力曲線の高さ）が高いからといって，それだけでは，相対•的に高い貴金を支 

仏わねぱならぬ動炒はないからである。

庚際，新規学校卒業者の採用に際しては，支払い能力すなわち、生産性の高い企業は，相対的に高 

い賞全等の比較的良好な条件を提示して，他にさきがけてより多くの応募者を集中させ，その中か 

ら選択順位の高いものを绘衡して雇用する。これは日常直接に観察される事実である。

以下においては，選択順位の概念を導入することによって，現実の雇用労働市場の屬用と質金構 

造の決定メカニズムに一層接近した理論図式を構築し，その作動性を吟味する。このため，問題の 

本質を損うことなくできるだけ簡単化した, そして自律的なモデルを誤定する。

このモデルは，次の意味で簡単化されている。（イ)雇用労働市場への労働供給源泉は自営と勤労の 

両家計であそが，このモデルでは前者を陽表的にはとりあげないo(ロ)労働需要主体（企業)の設備投 

資需要メ力ニズムを陽表的にはとりあげない。（イ)tp)のニ点についてはインプリシットに処理されて 

いるが, このニ点をュクスプリシットな図式で補完することは容易である。

従来，個別企業あるいは一部の企業グループについてローカルな労働市場を想定し，特定の金業 

なV、し特定の企業群への個別的労働供給開数の概念を導入して，当該企業ないし企業群にかんする 

個有の賞金率と雇用量の決定を叙述する試みがなされてい:^。この種のモデルにおいては，しかし 

分析は個別的供給関数自体が，分析の出発点として設定されている。この関数と主体均衡論上の 

労働供給関数(効用関数から導かれる）との閲連は明示されていない。個別供給関数は寡占理識のr個 

別需要関数J のように一種のadhocな関係式である。個別供給関数は他金業あるいは他企業グル 

ープの:K‘金率と当該ホ業（グル- プ）の質金率（多くのばあい両者の比）を変数としてとり入れている。 

しかし，個別供給関数の形が, いかなるしくみで，ある特定の形をとるかについては陽表的に述ぺ 

られていな、し, それを述べる基礎的理論構成も用意されていない。.自企業/ !と他企業 (群）B の 

貧金率の比が当該企業Aへの供給におよぱす影響（係数)は，をの他の企業(群）C, 等々の行動 

いかM こよって，相互依存的に複雑な予知しがたい仕方で变化するであろう。個別供給開数の形も 

同様$̂̂；予知しがたい位方で资化するであろう。この意味力, このタイズめ理論図式ほ自働直が低い。

''主（2 ) 例乏ぱIMssarides: Labor Market Adjustment—Micro economic foundations 6f shdrt^run'neoclassical 

and Keynesian dynamics—

■---  2 ( "力  ~ ~ * •
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. 労働市場のとデル

この稿における理構成は, 個々の需要主体（金業またはそのグループ）に対する個別的労働供給

関数を基本的な方程式とはしない。個別的労働供給ii数に相当する方程式は，主体的均衡述論をふ

まえた労l i供給関数と選択順位分布といぅ, より基本的な関係式から組み立てられている。そして，

1個め労働供給関数（主体均愈理論から導かれる）と1個の順位分布関数が, それぞれ;供給あ体のすべ

てと, 需要主体（企業）のすべてにとって-共痛な基本方糧まとして設定されている。この意味にお

いて，ここに提示される理諭旧式は自律的構成をもっている。 • '

なお，本稿の労働市場理論とケインズ的体系および新古典派理論との関係にっいては他の場所で
(3)

述べた©で，ここでは☆入らない0
.. *. . .

§ 1 労働市場のモデルにおける基本的方程式

...

連続的非等質的労働市場の理論に必^ な基本的な分析概念を述べる。

■ •

1 選択順位指標の分布 

港在的全供給主体（生年齡人口）にかんする選択順位指標をG とし，G の変域を，

園 '

とする。ここにeは任意の十分小さい正の値に定められる。個々の供給主休には，それぞれG の個 

有の値が附与されるo’

Gの (上腺からの累積）分布関数を1/ ( G ) ,密度分布関数をt / (G )とする。任意の1主体を採ったと 

き, そり順位搏標が領域^̂ (̂ ^の中に入る確率はリ'(の . cJGで与えられる。i/ (G ) (またはレ（G))の 

分布形は，まず作業仮説として特定な解析的な形を与え，それをふまえた分析結果の'吟味により’ 

その形め当否が検HEされるぺき性質のものである。 •

タ働供給確率関数
--■ . 、 - ■ *

:人.の供給主体からなる所与の,グループにおいて，所与の賞金率と指定労働時間/^の雇用労

注(3) ①小尾rケインズ雇用理論と労働供給j (季刊現代経済I8) , ②小M r労働,経済の基礎埋論J (労働経済学一季刊'知勤 
法別冊律2号一)を參照のとと。 ; ■

( 4 ) ーづり!>robableな1/ ( 0 ) の形は, 正常 ,（正拱) 密度分布関数であろうレすなわち，G ニレ1の領域にGの含まれる確 

率が十分1 に近いように， ■

の ®を定める《とこに

、 E(Cf) ニ キ

である。これと
AXG) + /?tf=l

ょり， 1一と

/?ニ3 を採れぱ，Gニ

e、ふ 一 / チ

の間にGの含まれる確率は0.9987となる。ここで《ニ0 .01とすれぱ, びニ09/600である。

— 3 '(̂ 443ぐ r .i:
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働ま会を受諾する主体数をクとするとよ当該グループの労働供給の比率であり，供給確率は， 

の極限における"//タらすなわちPlim «.//wで定義される。

供給確率は当該グル^ プの労働の最低供給の価格の積分によって与えられる。

( 1 ) 労働の最低供給倾格の分布 ■

任意の供給主体が, 所与の指定労働時間の廣用機会に対して，その賃金率でならぱ当該機会への 

就業を受諾し，それ以下ならぱ就業を拒杏する臨界的な賞金率I fを当該供給主体の労働の最低供給 

価格とよぶ。

労働の最低供給価格(以下，最低供給価格と略称）は，したがって，労働需要側が所与の指定労働時 

間のもとで，それ以下の資金率では当該主体を雇用労働に誘引できない最低限の貧金率である。 

最低供給制格は，所与の労働藻境のもとでは3個の条件，すなわち

1 ) 当該主体の余暇と所得にかんする無差別曲線の形、 .

2 ) 当該主体が当該雇用後会を指否しても保証されている収入水準（保証収入とよぶ）

3) 指定労働時間の長さ .
•' 1

に依存してきまる。

したがって，主体 / の最低供給価格IT は •

(1-1) w^=^w<x^\ h, ro  (どニ 1 ,…

とあらわされる。ととには 当 該 主 体 i にとって雇用労働に就業しなくても保証されている収ん 

んは指定労f動時間であり， 、ずれも当該主体の労働供給メ力ニズムの上での外生変数である。rHt 

この主体の余暇と所I fの無差別曲線に固有なパラメタの値の集合（ベクトル)を示す。rンt 個々の主 

体間で異なる。その密度分布をび）とする。

共通な値のすなわちをもつ主体のグループを考える。 の主体間でのもらぱりの 

ためにちらぱる。 I fの主体間でのちらぱりは次の条件つき密度分;^

(1-2) / x r i  ん め

であらわされる0 /■の形はもちろんr の分布5̂ に依存して含ま;̂ 5。) •

注（5 ) 分布?5から , への变換はつぎのとおりである。r'n題の本質を!^わずに簡単化するため逃好バラメタセットデ, .のうち 

ただ1個のパラメタ（ベクトルr<の一要素）の 値 （とれをあらためてr とかく）だ^>が供給主体間で異) ^り，他のバラ 

メタは主体間で共通とする。 r の密度分-/[Iを 0 0 ) とし，任意の主体をとりだしたとぎ，そのr の値が， y の任意の 

二つの値パi?間にある確率は

m  4> (r) dy ,

で与えられる《 (1*̂り式に.’ズぶニもを適用して

(2) Ifニ if (も，んり '

となる（ただし添ホ/をおく）《とれをrについて解けは‘，If-•を Ifの逆関数として，

(3) r ニ r ■'(も,もめ  ,

(3) から

• (4) y r - ( 4 ^ )

^ — 4 (̂ 444)

、4ふ’つ'や*マサ，

V い



図1

最低供絶価格分布/ を15̂の下限値から所与の賃金率まで積分すれぱ，指定労働時間かもて'賞金

率! ^ の廣用機会に対する当該グループの供 給̂雄率パが得られる。

(1-3) /«= f.げ / ( W M  な め 三/ I  らみ）J If ニ 6
ここに /<は供給雄率関数で'ある。これに主体数なを乗じれぱ供給人員数んか求められるo'

(1-4) び ニ n » nO/V I Xg, It)

これは " 人の全供給主体のグループに，共通なズ<?の値, も̂ , とムの値を与义たときの，供給人員 
- ■

数/;̂ ぶと14̂ の間の関係を与免る。

より一般的に，プ0と；Jが特^ の同時密度分に従うときは，

. (1-5) (jt(W')= fd 广 JXW, Xれ JOdh .(IXg . dw
、 J lF=o J J h ニa 

/で与えられる。ここに《ゐと0/はそれぞれ指定労働時間/^と义《̂の分布の下限値と上限値である。

〔補 論 3 . 6 ‘

最征供給価格}f の導出の概略を^ 6み，その分ホの性質について補足する。

(1) 最低供給価格

最低供給M格 は ，保証収入みの値が最低必要 

所得量を超えているぱあいと，ズ*は下のばあい 

に区別して考察される。

(a) さズ《やあるぱあいのI f の値は:図 1で示 

される。余暇と所得の無差別曲線図において，労 

働時間が零で保|£収入がズ(̂ .である点をA とす 

る。 を通る無差別曲線をパとする◊

指定労働時間をみとして，水平線/ を引く。

がとの交点パと点パを結ぶと，線 分 パ パ の 縦 U 

軸に対す.る 配 [tan C/.XgAB}']か最低供給価格1$かある。

この主体が雇用労働に就業しなけれぱ, 余暇と所得の状態は点A でポされる。他方，賞金率がぼ 

で指 時間が/^である雇用労働機会を,、かりに受け入れて就業したとすれぱ，点れ位置するとと 

おなる。 と5 は同じ無差別曲線上にあるから，この指定労働時r水かのもとで貧金率ボの就業機会 

に就業した抹態B と拒杏してルこ位置することは無差別である。この主体を所定労缚時間みのもと 

で雇用機会に誘引するには，I fを 上 ま わ る 質 ぬ 里 〉が必要であるr 実際， W 力';2^をすこし

ぷ.働市場のモデル

I余暇

(3) ( 4 )を ( 1 )に代入l/ti

(5) f  f  c if- (ir Iヌめめ] • I ョ J ! /(ぼI も. め ゴボ
•* - '

とこにみはそれぞれんゅこ对ほけ'る の 社 で ゆ か ら 求 め ら れ る ' ' 
注(^6)最低供給価格とその分離の概念については，注ゆ所揭の文献①⑤も参照。

— — 5 C^45') '.
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でも上まわれぱ，主体の就業状態は/?が線上の/?より右に位置する点で与えられる。 この点は明ら 

力、にWルより高位の無差別曲線上にあり，就業が選択される。逆にIf以下の賞金率では，就業状態は 

^^パ上のパより左の点によって示される。こ.の点はか/より征位の無差別jii]線上にある。したがって 

非就業 (点… が選択される◊

以上の考察から，/Iパの勾配は最低供給価格である。 し

解析的には， は次のように求められる。

主体i の余暇•所得の選好関数を， ■

( A - 1 ) かニft) [X ,イ，"]
■ i . '

とかく。ん义はそれぞれ余暇時間と所得，rHiパラメタ集合である。処分可能な総持時間をア，労 

働時間をがとすれば，

(A-2) T - H

(A - 2 )式を（A-1)式に代入して,

(A-10 の=の ['Y, ( r —/ f ) ,が〕
.

A点を通る無差別曲線かパの方程式を求める。パ点においては， ニ; ダであるから，無差別 

曲線の桓擴は , これらを（A-1) 式に入れて

(A  -3) -<y メニ o» [_Xg, 7\ が] . ‘

ゆえに，曲線ft̂ 4の方程式は，（A -1)の左辺を（A-3),式の右辺で代置して，

(A-4) (o [ x , ,1\ 4  n

で与■えられる◊ 左辺は定数である。

水平線/////の方程式は,みを指定労働時間として 

(A -5) AニT 一 h ( ん；所与）

であぶ0' €：た;がっす,0^ふと////'の交点の；̂座標ぶ3は, (A - 4 )と (A - 5 )を速立して，X について 

解けぱ求められる。すなわち，（A - 5 )を （A - 4 )式に代入して， ’

( A -6) (o lx , ,  T, r']=w[J$T, ( r - A ) ,  p-].

この式を_A：について解き，

(A-7) Xs^XBixg, h, rO ' ■

を得る。

図 1 の一が最低供給侧格であるから，（A _7 )式を使って，

(A -8) 14̂ニ各/<(̂ g> h, 一；Vび.
.一. ‘ h

となる◊

これが主体を‘ の最低供給伽格をきめる方殺式:である。…>般的にかけぱ，’

(A-9) ETニ h, rh
'
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労働市場のモデル

(7)

ただし，

(A-10) Xg^Xs^.

ここにシよ主体 / にかんする最低必要所得量やある。

'(b) びであるぱあいの }fの値は，図2で示される。

最低必要所得量を図のダむ最低必要余暇時間を 

/sとする。最低必要量の定義によって，所得がズ*

以下の嶺城および余暇がら以下の領域においては 

無差別曲線は存在しない。. すなわち，余暇と所得 

の無差別曲線図は垂線のズ《の左側と水平線/®どの 

下側が空白の形になる。 '

ズパんであるから，供給主体は雇用労働機会へ 

就業して最低必要所得量に達する所得（ズヶと雇用 

'所得の合計)を得るのでなければ就業の誘因がない<

したがって, 因2 において指定労働時間を/iとすると，水平線////'と垂線カ'̂ *̂の交点をぶ/として， 

パ/とがを結ぶ線分の勾配（縦軸に対する）が最低供給価格011(/^?*?^4^6り]となる0

すなわち，

は 11、 B 'C ' . 
( A - 1 1 ) て'/〜ニ. ； . X s > X g

である。 は-なとダ差に比例し，指定労働時間みに反比例する。

(A-11)式は，.一 般 的 に は’

(A-UO W ^-^Yixg ,み，ro  

(A  -12) Xŝ >,Xg

i-かける。ただレ，パラメタセットr*の要素のうち，主体 i めIfの値If{に影響するものは当該主
.;. . .. .. 

体に固有の最征必要所得量ズ/だけであをことを（A -11)式が示してい.ざ。

(2) 供給確率関数の導出

ズ̂ とズSの個々め主体間におけるちらばりを示ず同時密度分布を 

(A-13) / (% , Xs}

とあらわす

(A  - 9 ) 式に登場する主休i である主体)の還好を特微づける選好ノミラメ ’タの‘セットパは,

そのぅちの夢素として最低必要所得ダS{を舍んでいる。 最低供給価格分布の性質を,問題の本質 

を損わずに簡単化して示すため，主体間において選好バラメタはん*だけが相異なるもめとしよう。 

主体間でのI f か達はズ/ の塞だけに起因することになる。このばあい（A-9) 式ゆ 

^ ( 7 7 最膝必5糧 の経済M 湖含意はき わ ズ碰であるぃこの處に'^いては狀ぱ太郎経済政策諭J を参照。

• —  7 ( 4 4 7 )——  -
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(A -9 0  み，ズ5リ； CA-10) Xs^SXg 

とあらわすことができる。 （A - 1 1 )式に登場する主体《については 

(A -11び） W^^glCXg, h, .TsO； (A -12) Xs*>Xg 

とかごう。

I T は，A； ノさ'rgのときは関数ダ2 に，：̂:レ ：̂0 のときは , めIにしたがって決定される。そして，

んとズ《；は密度分布関数（A - 1 3 )式にしたがって分布してい ;^。このときのI fのズにかんする条
( 8 )

件つき分布を求める。

密度分'布 (A-13), fCXg, X s),から，Xg = Xg (所与）なるときのA：,の条件つき分布は 

(A  -14). . /  CXs\x,g~Xg}^fXXg, ズ S), I ^ _^f (̂ Xg, Xŝ dXs 

で与えられる◊

ズir ニ: のもとで，ダタ<A：«1：U - 1 2 )式 ] とも^  A：s [ ( A - 1 0 )式] の成立する確率はそれぞれ，

(A-15). Pr{Xg<iXs \ Xg = Xĝ  = j ^ =X I ~ Xg^dXs^Ol (̂ X 

ぉ ょ '

(A-16) Pr{Xg'^Xs\Xg — Xg) = \ — (X(̂ Xg)

で与えられる。 

もr = ら ズ ド ズ 《の領域でA：, を}f へ変換する開数は，（A - l l " ) 式のど1である。ズ《̂<ズ》の領域で 

は，I fが ,

( A - 1 7 )ど1(无ff,も0<ETくども7, ①）

の範囲にあるとき〔（. ）内のみは省略]は，

(A-18) / X l f ズヴ<^：5)ニ/ 1 • / [ ど! -1 ( 1 0 レ{?ニ;̂ び]

であり，I fが (A-17)式以外の範囲にあれぱ， '

(A-19) f  (W\Xg — Xg, Xg<Xi)=Q 

である。た だ し め -1は （A-1F) 式のどJの逆開数で，

(A-20) J i= d g rK W W W  .

ズ(7ニも，ズ ズ パ i：る領域では， を I f に変する関数は，（A-が） 式のど2である。この関係か 

ら，I fが，

(A -2 1 ) ね : - ①）く} ど2(无(7,か  

の範四にあるときは，

注（8 ) -所与の供給主体グループにおいて，xg<x,とズぉさ; め各々に該当する主体の比率のどちらが多いか（すなわち，分 

制处数(A-13)の特{生）は，当該グループが家IH-内におけネ核収入まのグループであるか，非核情成員のグル-̂ プであ 

るか, ‘と閲迪していると考えられる。すなわち, 後者であれはズタは当該供給主体が所属する家g十の核収入者の収入に 

対化、せしめられる。このぱあいはズズン,であるケスが相対的に多いであろうb 前者であれば，核収入者が履用就衆を 

せずに彼の稼得できる収入はズ[ 以下であるものの割合は多いと考えられるから，核収入者にゥいては主としてズバズ， 

とみなされよう》家ffの核描成員は生として（A -1F )式にうといえよう。

一 3 (^448^ ----
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(A-22)

であり，I f が （A-2わ式以外の範囲にあるときは， ■

(A-23) / ( … ATクニら）= 0 、

となる6 ここVこ，ど は （A -9 ')式のど2の逆関数であり，

(A-24) U 三 dge-i<：W)ldW
> .

である。

般にま象どの生じる確率だ}は

(A-25) Pr[E]==^Pr[B\A) . Pr{A)-\-Pr{E\A) • FrM}

で与えられる。ただし，.P r{AR /MスH 1 である。事象パをズび= らのもとで，ズ1><ズ！の発生， 

スをズさズ* の発生とすれば，（A-25)式 に （A-18)と （A-22)を適用して，

(A-26) / o r 广ま,)ぜ ニ び " , / W I ズ も , x ,< x；)dW\

• Pr{Xg<Xs\Xg = Xg)-hi^J  ̂ /X If| ズ ニ らズ?ね  0  «̂ ET}

• P r { X g ^ X s \ X g = X g }

を得る。これが，XgiMg (所与) であるときの，最低供給価格分布のまでの積分，すなわち供給 

確率である。 （A-26)、式 の 右 辺 を ズ !；）とかけば，供給確率/0よ 

, (A-27)

の形となる◊

§ 2 モ デ ル の 概 要

t S

t•部門の生産-関数を，

(2-1) Q i=FCU Gu Aty At ; バラ メ タ 集 合 - ^ > 0 , | £ - > . 0 . '

とする。ただし，G广*nを部門の雇用する順位指数の最低の値，GV^axを最高値とすれぱ,

(2-10 力 iニ 5パ G严 X)

供給確率方程式を

(2-2) /^~/u(W, A) .もパラメタ集合 

とあらわす0 選 択 順 位 分 布 関 数 を '

(2-3) 1̂ 0-KG), '

(2-4) e ^ G ^ l

とし，潜在的供給主体の総数をiV■とかけぱ，順位指標の値がG以上である主体数/'/ f lは 

(2-5) N q—N  * vo~N • v(G')

で与えられる。 i 部門ぺの順位指標G 以上をもつ供給人良数ムf * はし'たがって， f

---9 (̂ 449̂  —r—*■
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/V  =  iV .
( 9 )

となる。ことに順位分布関数レは各企業（部門）に共通とする。

1 , le a d e rの行動

ここにleaderとは所与の計画生産量Q 【のもとで，他よりも高い賞金率を提示して（指定労 

働時間所与) ’. 優先的に応募者ぐ集める主体を指す。企業は，仏を達成するために，労働の選択順位

‘货金率

人員数

選択順位指標分布！/ (G)の曲線

G と履用量んの間iこ代替的)^ぶ選択の余 園3

地がある。図 3 の第4 象限の選択順位

指標分布曲線〔(2-5)式：)の示すとおり

応募する労働のうちの最低選択順位指

数 の 値 ’（leaderについては添字:’

を了とかく）を.低くすれぱ， leaderへ

の供給曲線S iS i'は右へ向かって伸び

た形になり，所要の労！!!量をより低い 
. (11)
賞金率で誘引できる。そのかわりに生

産開数（2-1 ) から明らかなとおり，

(最選択順位のより高いぱあいより） よ 

り多くの人員数を必要とする。 ’

以上の順位指数の労働の応募人員数んロ广inは，（2_5)式と（2- 2 )式から，

(2-6,) LGi^^^ =  NiQt " ' I " . i i = N ^  - ~x)

であり，賞 金 率 の関数とな る （(2- 6) 式は図 3 の S f S / で ル ロ 广 は 因 の 0 〜 で示される）。
' •

leaderのばあい（2-1, ) 式 の は i であるから，ひ一i , ) は g 1) となる。この 

関係と（2-6/)'と （2-10を （2-り式に代入すると，leaderの 生 産 関 数 は ,

注（9 ) 選択順位分布関数が企業問で著しく薄なることを示唆する事实は見られない。むしろ第一志望のA 企菜に採用されナこ 

化漠者は，あわせてあ募したB, C , ...等からも採用通知を受けるというijT奨が多く見られる。すくなくとも分析の現段 

隙ではPは共通という設定が採用されるぺきであると劣える。

( 1 0 ) 本稿の le ade rと fo llow erの概4 は，賞占现論におけるそれとは與なる。

( 1 1 ) 図 3 の(人员举位の)供給llll線ぶ/ぶ,'，5/5/" (/Iを所与とじて）.ほ保証収入まg に依存して変位する。労働供給の宾誕 

的理論から知られている?ff庚として，供給主休グループが女子であるばあいは，その保証収入3?パま，女子の属するま 

計の核偶成員（成 年 斤 ）の収入（借走労働時fiDを所与とすれぱ貨金率）に相当する6 そして女子供給3£体グループの 

供給lii傲は，成年W子の貧金の大小に応じてそれぞれ左方，右方へ変位することが知られている6との1お実をふまをる 

と，労働はまず性別に分割して把握されることが必耍である。すなわち供給関数(2-6)を-；/i子 ，か子のそれぞれ 

について設定し，女子の供給関数におけるSパえ巧子货金で化圓されることになる。また，金業は刃.女労働を併用する 

から，生産関数（2-1)の労働役入iikも他別に分割して導入されるととになる6 その結架，m 3 を努チおよひ*女子の各市 

場ごとに画くととができる。との稿は，拍與なる姆摸の企業(又はそのグループ)[lyの貧金較達の発生と变動のメ力.ュズ

. ムのもっとも基本めな要紫である選択順位指標（性を同定しても;脚位指標差力t存在する）の道入が中心如題である力、ら， 

市場の{生別分割は賜！??めにはとりあげない◊ しかし，このモデルを性別に分制することは容易である0

10 (4 5の
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労働市場のモデル 

(2-F) QiニF IN  • レ(Gtmin) , niWi, ；), 1 ) ,A i：\

となる。ここに添字i を I に资えたのはleaderであることを示すためである。

費用の定義式は，（2-6/)式を代入して，

: (2-7) = + •レ フ ）

となる。C V は固定費で所与とする。

(2-r,)式においてQ {を所与として，制 約 （2-1")のもとで（2-7) を最小にする1 ftと 

を求める。

(2-8) (inニCi + k {Qt~F[A^ . v (G r'^：f * NCWi, 7) ,ら (G广 〜 1 ) ,/Ij] j  

において，ゐはラグランジュの未定乗数， (2-7)式で与えられる。方程式

(2-9). d ^ i d<Pi

dGi ~ W i 一u
からかを消して（2-1 " )式 と 連 立 し て と ！̂!について解く。解をCi*, とかけぱ, Toを順 

位指標分布関数（2-3)式のバラメタ集合として,

, ( 2 -10) ニ G广 G。，V  ん，Q 0

( 2 - 1 1 )PFクニ!^广G。, 】，A , Qd

とあらわされる0, これが, leaderの選択する最適の賃金率と選択順位指壤の値であ .る。雇 

用量んc»minは (2-10), (2-110式 を （2-60式に代入して求められる。これをG, WVムにかんす 

る leader解とよぶことにする。

2. follower の行動

followerが選択対象とする最高の選択順位の労働はleaderにとっての最低選択順位の労働の順 

位指德の値をもっている of ollowei•の選択対象となる最低の指標をとすれぱ,から  

G【ねtnの間の指標をもつ供給主体数がM low qrの 選 択 対 象 人 員 数 と な る 。これは, （2-5) 式 

か ら （2-12) iV ロ/ nin = ダ•レ(ロ, mln)_が . '
- ' . . . . .

で与えられる。これは因3 の 〜 iVcr,minで示されている。
i ■* " . ■ -

, fonowerへの応募者数/V は 、

(2-13) . ( iニ N  • [リ - K G r* " )]  • K W ,, x)

ここに添字/•はfollowerを示す。（2-13 )式 を （2-1)式に代入するとfollowerの生産閥数は 

(2-14) =

となる。費用はC /を画定费として，ム,に （2-13)式を適用して， • •

(2-15) C/=CV + ̂ f, .
<

である◊

(2-14)式を制約条件.として（Q , ;所与)， (2-15)式を最小にする。その条件は

—— 1 1  i 4 5 1 ) —
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(2-16) <p, ニ C,+j[Qf - F{ )]

とおき, '

(2-17) . h ' _  一 ■-麵 _ 一 0、 ノ け一 パ, ! ^ ,ーリ

である0(2-17 )式からラグランジュ乗数7 を消し，これと（2—1 4 )式を連立してG/™*nと1ゲ,に 

ついて解く。解を G,*, とかけぱ，

(2-18) (?,* ニ G ',*U  I 'A f ,  Qf, Gt*')

(2-19) Wf*=Wf*Go, I  Af, Qf, Gt*：>

が followerの最適な貧金と最適限界選択順位である。 はこれらを（2-13) 式に代入して求めら 

れる。（2-18), (2-19)式をfollower解とよぶことにする。

部門が多数あるときは,順次のより高い部門を leader,低い部門をfollowei•として扱えぱよい。

§ 3 単純モデルの設定

1 基本方程式

(1) 生産関数 '

.生産関数（2-りと。淵 数 （2-10を •

(3-1) «i>0 rt>0 !'=1,2, 3 ,…

(3-1 ' ) G t= C G t+ i• G i)^ t G i+ i<.G i 

と定化する。ただし，G*はを' 部門が選択対象とする供給主体のうち最高の選択順位に位g する主 

体の順位指標（Gfmax)であり，GWiは同じく最低の順位指標（G广カである。

( 2 ) ,順位指標の分布関数
. . . . .

問題の本質を損わずにもっとも単純f匕して示すために，順位指標G の分布関数リをGの線形関数 

に特定化する。すなわち，

( 3 - 2 )レ(G )ニン0 +レ:iG. Oo,レ1は定数）

(G )は供給主体数の中に占めるG以上の順位指標をもつものの比舉である。

まず第1順位（最高順位）の供給主体の順位指標Gを 1にとり，最低順位のそれを+ 分小さい任意 

の値e (0 < e < l)と定める。順位指標分布レ（G )の性質から明らかに，

(? = = £ .の と き レ .（G ) =  l
(3-3)

である。(3-3) 

(3-4)

G = 1 のときレ（G) ニl,iV

'を （3-2)に適用すれぱ，

レ1=一 （1一ボ),(1ー£).

(3-5〉. レ0ニ1 + 6 (1—▽)/ (1-

12 C462)



>

労働市場のモデル

である。したがって分ホ開数（3-2) は

1
(3-20 リ = l + -IV

x—e
G

高い近似で，順位指標分布関数は,

(12) ,
となる4 •

とこで

• S ニみ
N

と定めれば* (3—2/ )は

( 3 - 2 " )リ = l + ̂ - G 

の形になる。iVは 1 より十分大きいから，

(3-2'//) vCG -)-1~ G  

とあらわすことができる。

順位指標Gが所与•の 値 以 上 で あ る 主 体 数 さ GV) は 

(3-6) N. • y(Gj^ 

で求められる。リ0?_0に （3—2り式を適用して

(3-7) ニiV[l+ (1- 去）了 ^一 ひ 一

となる0 e = l/iVと定めてあるから， -

(3-70 iV(G^G^)=iV+l-iVGy=A^a-G^) + l

注(ゆ Gの密度•分ホを矩形分布と設定したことは，互いに■ あった順̂ ニつの主体間の指標の差力,♦間隔に目盛られる

S
I
X

■3
.

として，

(1) Gi-G,v, =  ( l - 0 / ( i V - l；

また. .

(2) v(Gi+0-v(Gi)=l/iV：

( 1) により，

( 1 0 G 'ニ G,-+i+パ ‘ 1

(3) ゴリヨ y(Gi+i)—u(G{)

t4) 三 Gi ★ 1 —

とかけぱ（3 ) と （2) から

(5)

(-1).と .(4) から

(6) — (1 一 £)/(7V — 1)

(5), (6)から

(7) 奄 二 - レ - み ) / ( I  一 £)

したがって，分布仙線は么J配が（7) の直線となる。その方程式は，V。を定数として,
リ(<5)=リ。+ゴ1-み)/

また，Gニ(5のとき i/(G )==lであるから，， 

yo=l + ( l- ^ )e / ( l_ e )

したがって，

( 8 ) リ(G)=^i+ぺ1—も) / (1 一*)一へ一! ^ H g  .

„ 13 ( 4 5 め ----



い.’い

十分高い近似で，（3—2 ' " ) から，

(3-7 び） N(^G ぶ  j) ニ N{X_Gi)

.'となる。

( 3 ) 供給確率関数

供給確率関数（2-2)を ,

( 3 - 8 ) パ ニん 

と特定化する。ここに，

( 3 - 9 )ん< 0 ,ム>0

•が要請される。 ,

パは供給確率， は貧金率。供給確率方程式には最筒単な近似として線型関数を採用した◊この 

ごとは最低供給価格I f の密度分布を矩型分ホで近似することを意味している。

供給確率関数パは確率分布の性質から，もちろん '

ち ffl学会雑誌J 71巻 土 导 ( 1978年 8月）

である。（3-8)式において， ニ0 のとき

では ニ 0,
メ 1

で は パ = L

であるから

M
図4

ん \ \ '̂1 

においでは（3-8)式にしたがう。

一/Wもの値は最低供給価格の密度分布の最下，

服値に相幸する。最低供給価格の性質によって，

一も。> 0 .
も

すなわち，んと/?1は異符号であることが耍請.さ 

れる。 また，分布の性質からん>0。ゆえに 

ん< 0 である。供給確率曲線は図4 のように示される

2 leaderの行動

(1)基 本 方 殺 式 '

leaderの生産関数を，（3-1)式に添字/をつけて 

(レ り

とあらわす。ここに, （3-1/ ) により

( し- 2) G { ニ （GV^ax . ニ  1

— ~ .14 (̂ 454̂

W
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.'労働市場のモデル
■ • '  ' ' ,

である6 ( L - 1 0 式 を （レ 1) 式に代入して（X?广iinの添字minは略す）

(L-1が） Q【ニみ,(G严 X)む 《ニら乙ご4 G i'レ -

leader .の生産費は，

(L - 2 )  Ce ニ ム + Coi

(2-6)式に対応するleaderへの供給人員数（応募者数)は

(L-3) U  = n(1-G{) U~UiPn)..‘."leader への有効供給人員数 

leader部門（企業）への有効供給者は最低限G■&の選択指標をそなえナこ供給者である。 、 

計画生産量Q fを所与として，（L -3 )式を （L-1 )式に代入して，

(L-4) Qi=^bi[Nil~Gi')(ih-\-hWi)YiGi^U

を得る。（Gmaxより= 1 であるから省い':Cある）

これをfjiO約条件として，コス'ト（L-2)式を！̂!とG hこかんして最小にする。その結果次を得る, 

(L-5) 2,iai + ̂ rO G i + ；> ! +  TO GiWi- X^TiWi-^^Tih=0 

との関係と.（L -4 )式を迪立して，G fとの解が求められる。.

( 2 )基本方程式（L-4) (L-5) の図示

生産関数（レ 4 )式と均海方程式（レ 5 )式を連立してについて解を求めれぱ，これが 

leaderの選択する順位指標と賞金率の値であるヶとの解の個数は1個であり，解は一義的に求めら 

れることを示す。 .

(イ)生産関数のグラフ

(L - 4 )は図5 のJNRPM曲線で示される。（L-4) 式をについて解くと

Y __ _______ __________ _ ノ 0
ド!-  (1-G0 ~h

ただし，

(L-6)

]?>0
である。この式でが極値になるためのG tの値は，<3?1̂!/<̂(?1 = 0 カ、ら求められる。すなわち， 

(L--7) ' ^t==-2aV+r (因の点がの縦座標） .

このめ値に対する PFレの値は（L-7 )式を (L - 6 )式に代入して，

H  h
( L  -8) Wt

V 2び{ + TI 

となる。.(因の点/?の横座標）

dWi 一 1
d G T  ~ … -

Y-L 2a i

2 a L  +  Ti

( L - 6 0 み ,—1(1—

であるから， の正食はI }の正鱼による。，す;:i:わち,

U
なら. 乾 <0

一 15 (466-)-



G i>

r三m学会雑誌j 71卷4号 （1978年8月） 

なら：77^>0
2cxi -\-Tt ン dG i

また，G*i = l , 0 の と き ニ  oo。ゆえに（L-4)式の曲線は点iVと？よりも先（破線）で、は， 

ニ1と = 0 に漸近する形になる。しかし，理論の！}iしている制約から， の有効領域は限定さ 

れ，iV/との部分は水平線である。とれは，（L-4)式が含む供給確率関数の性質から出:C くる。 

すなわち，

- わ

なるT'ドの範旧で供給確率;tUi, パ= ん+>Uめこ従う（ん<0)。この下限より下では//ニ0,上限より上 

では//ニ1 である。IV iが I*一^ より大きければは（L -4 )式により，定数となる。この定数 

は2つあり，大きい方は点iVの高さ，小さい方はP の高さである。

なお（L-8)式において，だ> 0 であるからPriの最小f直 （図5の/^点の値）は，供給供確率関数に 

おける（/00なる)の下限値一 4:よりも大きい。

(ロ） 均衡方程式（レ 5) のグラフ 

(L - 5 )式は基本的には双曲線である。（レ 5 ) 式をかきかえて，

i

I

W/

：» 無-趣 . a i m— I

t

E

I



労縛)市場のモデル

(L-50 + K^GiW^1+K z^ i + Ko ニ 0

(L-5^-1) Kt = ̂ d (め + -^^i) /. Kx<Q Go<0)

(レ  5,-2) Kz三スi '(び《 + ア0 ... /fa>0

(L  -5'- 3) /(3 = T 1̂1 /(3<0

(L-5M ) Kq = 一 -7T̂ ... /<d>0 (ん <0)

( レ 5 0 を標準形になおすと， 

(2-9) - ( g . + | ) ( ] +■
K J i,

Ko K ilU  IQ 等々り正負は下の表のようになる。)

K, 1 Ki I<2 /G IQ K 2 KsII<2 Kolf<2 KJQIU^
( t  - ■ ョ 从

ん<0
+ 1 一

+ — 一 一 + + 一

ん<0に対してMミP —ぎき <0であり， とぎはどちらも上の表から負である。したがって，

一?V

\リしのソ,

これらの条件から，i/(3/にziさ1なる2 つのヶr-ズが考えられる。がしかし，/ぐ3がし 一 

から，ド で あ る こ と が わ か る び t> 0 ,め>0)。

ゆえに，1/(3/が2! < 1 のぱあいについて因示する。これは, （L-5/-2)と （L -5'-3)から

Ti

である

■Ti2tl2iiai + Ti) <1

のぱあいである。 :  、

(L - 5 )式 は 図 の 線 と 曲 線 で 示 さ れ る 。漸 近 線 は と t / F であり，ぶァの位置は, 

明らかにi ? F より左側にある。ゆえに，生産関数のグラフはとは交わらない。またC/FはPM 

より上方にある。したがって，連立方程式（L-4)C L-5)の根は明らかに唯一組である。生産閲 

数の力'-̂ プ は と 1点で交わる0 .

この交点0 印を求めるには， か ら で の の 値 の 中 か ら 探 せ ば よ い 。

値は図に示すとおりである。

/?とのにおけるGtの

注G 3 )ぐ -穀 ニ  またムが

であるから，M<o. 7 C /(,, / ( , , /(3の関数は / ニ一jvW〔2；!,0 /+ r/)] ,

‘/r,//(,コ )/(«/+?•/)][从?1]

K , / K t = ~ i ' i K a i + r O t となる6これから衷の符号が求められる。
(14)具体的にはね、らD までのG/め維を（レ5；)式 ま は (L-50武に代Aしてmを求め，また(L-4) 式におなじ飾 

旧|のG/の値を代入してff/をホめ，ニジの^̂ /̂が冗いにー致する'^ をホめれぱよ1/、0

一~一 17 (457‘）--- - '
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3 followerの行動

(1) 基本方程式

leaderは, すでに最低限G iの順位指壤をもつ労働をN (P d ニ (X-G d N 人適択しおわってい 

る0 —ん 人 （（L-3) 式参照）は，最低供給価格がHV以上の主体であるから， 以下の贊

,金率を提示するfollowerの適択対象とはなりえない。したがってfollowerの選択対象となる労 

働主体数は，

(F-1) ド  N (Pd ニ - (X-GON ニ 0 i- G )N

で与えられる。ただし，followerについては変数の添、字/を省略してある6  Gは followerの選択 

対象となる労働のうちの最下限の順位指標である0  '

供給確率関数はleaderに対するのと共通で， ’

( F - 2 ) パ= み)+ ん

である。

. イ）. followerの生産関数 、

生産関数は，

(F-3) 。ニ 善

ゆえに， .

r r
(F-30 Q 二ろ 玄

で あ る （び，y ,みは す べ て fo l lo w e rのパラメタの値）。

ロ） followerの均衡方糧式

followerへの有効供給人員L*は （F-1) 式と供給確率関数から 

(P-4) Z/ニ（Gi-G)iV (み+ も H0 

で与えられる6 コストは，

( F C ニ 'P F Z / + C 。ニ ' ( G j - G ) 7V ( / ? o + も ! ^ ) + C o

である。C, W, L, C oはいずれもfollowerにかんする値である。

(F - 4 )式 を (F - 3 0 式に代入して ’

(F-3',) Q ^ b G i ^ ^  < G , ~ G y N \ h ^ - X i W y G ^ ' ^  .

ただし0 は所与とするり

(F - 3 " )式を制約にして（F-5) 式のコストを最小にする

F— W(Gi~^G^N ?itŴ -\Ca-{-iH{Q—bGi^^ (Gt—：G')̂ N°C).() XtW

ニ0 から

(F-6) - WN (；>'o + ；kW ) = m巡 客 旧 色 ; を  Q

「三 ffl学会雑誌 j 71巻 4 号 (1978年8月）
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労働市場のモデル

-̂|̂ ニ0 から

(F-7) 

(F-6) 武と

(F-8)

广 の m +2 W  ) ニ ' "ポ あ  

( F -7 )式からラグランジュ乗数Wを消して，次の均衡方程式を得る。 

一 IF \yiGi~G')-^aG

ホ ニ… GaXi

(2) 基本力福式の図示 

.(イ） followerの生産関数のグラブ 

followerの生産関数

(F -3び） Q=bGiを, (Gi-GyN^Oo+hWyG^^

のグラフは図6 のJ 'N 'R 'P 'M 'で示される。まず（F -3")式 を に つ 、て解く と,

(F-10) W-̂
(Gi-G)G

ただし,

圓6 followerの解のゲラフ

G ^ y \ h B ' G r ~ ^  一  2 ん̂1 

(«+  7) び G厂 t ア ぶ  - i

M'

-UT

•J'

.G.
■V

Ai \ a+ 7/

_y„ Ao 
2a ノ Ai

-A.
J2' m e cf+ X l. 一 Gr〉,

19 ( 4 5 9 )

m

-ぶt

T
I
I

I
I
I

根'
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(F  -1 1 ) H,:

でれる<
、みG,ガノa , 1 ^

^ ニ 0 を求めると，図 6 で の m il lの値を与えるG の値

(F -12) G=
f+ir

Gi (図6の/?'点の縦座標）

が求められる。これを上の1'!̂の式に代入して，

(F-13) W=HrCi (ぶ'点の横座標）

fN ', p/M 'の水平部分があるのはleaderのときと同じ理由である。TV'とi"/お に け る 値 は

の上限値（供給確率が1となる値；（3-8〉式参照）

1 ノ 0 
ノ 1

ヤぁる。 .
. ' .'

(ロ） followerの均衡方程式のグラフ 

( F -8) 式は整理して

(F-80 /iG + ム GW^+/3WM7o ニ 0

ただし，

-1〔F-8M) 

(F -8 ,-2 )  

(F-8'-3) 

(F  -8,-4)

Jo=一'o~メ0 デい■み

/ i —̂  («+-^n

+r)

Js 三一？iXGi

•*• /(i>0

... /i< 0

... / 2 > 0  

. . . ゾ3<0

(ん<0による） 

C/?o<0による）

であるp (F - 8 0式を標準形になおすと，

(F-9) - (G + 奴  -ま, 3

右辺の符号はんの正負による。み<0だから 

ミ .一  J iJ s __\loTKjia
く 0

またム/Aの値は，（G f< iを考慮して) 

■TG
/3/A] = | a-\-T <1

以上をまとめて示すと，次表のようになる。

h h /a
h
h

h
h h

/i/s \2.(iYGia 
M  ニ.h —Jそ -Xi(る"+ か

み<0 + 一 ~ f + . 一

均衡方程式の解の領域はleaderのぱあいとまったく類推的である。

均衡方程式（F-8 / )は,4 /^ ^ /と(7//0/の2本の|11嫩で示される（〔図6〕参照)◊.ぶ/：广の位置は明 

, ….('* 20 \̂460̂  '-一
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労働市場のモデル

らかに/?//^/より左側にある。生ま関数は，したがって/K 6 'とは交わらない。またf//ド / は よ  

り上方にある。ゆえに，生産関数のカープはC IT G 'とすこだ点、で女わる。根は明らかに一^つだけ 

ゃぁる。

以上は，̂ 労働市場^̂ 〜̂賃金較差の最上位にあって相対的に最も高い貧金率を提示する部門（企業）

と，これにつづく第2位の部門の関係についてである。 ■

第 3位以下の賞金率をもつ任意の？‘位の部門においては， 接する上位のレ1 位の部n のPFと 

Gにかんする解を/ 位 の 部 門 に 对 す る と G iに相当するものとみなし，G と!^の follower解 

を （F-8 ' )式 と （F-10)式を連立して求めれぱよい。

§ 4 単 純 モ デ ル の 適 用 に つ い て .

. -

1 数値実験によ,るパラメタの決定について '

単純モデルは，適切な実験計画を添付することによって， 業と規模間賞金較差と雇用量の時系 

列的変動パターンの解析の目的に対して適用することができる。

ここでは，特にそデルの添字r を産業あるいは規模等と特定化せずに， >̂ 個め需要主体（企業又 

はそのグループ）1 ,2, i , ム+ 1 ,… " , n にかんするQ i \  U \  WV ( , は観測の単位期間を示す）の

観測値系列が与えられているものとする0 観測値QA：ムパ，W Vに十分近似した理論値クんU . WV 

をモデルから発生せめしることが要請されることはいうまでもない。適切に推定されたパラメタ.の ’ 

値のもとで観測値と理論値がよい一致を示し, かつ理論の内部的整合性（後述2)が充足されていれ 

ぱモデルは檢証に合格したものとみなされる。

モデルの適用は次の手続きでおこなわれる。 ‘

まず，各部門シに共通なパラメタの値を与える。これらは供給確率数のみとんおよび順位分布関
、 （15)

数のレ0 ニレ1ニ1 である。みとA の値は労働供給理論に従って推定される0 (観測値）も与えられる。

供給曲線（既知）が図3 のん,パ, （既知）を通ることから，iVtftmtnがロ, minの値がわかり，レ(G)曲

線 （既知）上 の の 値 が 各 時 点 に つ い て わ か る 。（L一 1び）（F —3')からleaderと-follower

のらび, rが推定される。以下においては叙述の簡単化のために《 = 3 とするが，任意の??のぱあ

いに適用できる6 .

( 1 ) leader 解と follower 解の計算

3個の部門0*«1 ,2, 3 ) にかんする leader followerの決定について

①任意のセクタ一ぇ•をとり, とれをleadei•とする◊ 例えぱ部門1を leader• とする。この部門に

法( 1 5 )小尾 r臨界核所得分布による勤労家計の労働供給の分析_! ^̂田学会嚴辦2卷1号における供給閲数の線型近似としズ0 
(16) ニ ム ん !/> — N g ^ m i n) G* + W /) ~ Lf (f == /, /とおく）か ら 咨 時 点 の が 求 め

—— • 2 1 ( ^ 4 6  f )  ■——

A ' . ____ . _ _ _ _ _  _____  __________ .



ちぐ'

' 「Elffl学会雑誌J 71巻4号 （I978年8月)

ついて leader解を求める。

②次に残りのセクタ一のうち一つを第2位の部門として，foliowerの第1番E1とする。 部 2 

をこれにあてたとする。follower解を求める。とのとき，部門1の leader解が計算上の前提と 

なる。

③ follower解 （②で得られた）と①の leader解を比較する。follower解のPKと G 1 も leader 

解のそれよりftS位にあれば，②の解は一応受け容れられる。

④②で求めた解を，残りの部門（この例では第三部門）に対するleadei#とする。第 3 部門につい 

て follower解を求める。 ’ 、

⑧前項④の解について，leader解 （第2部門〉と follower解 （策3部門）におけると Gを比較 

し，第 3 部門に対するleaderとみなした第2部 門 の 解 G , よりfollowerとみなした第3 

部門のそれの方が低けれぱ，この解は受け入れられる。

⑥③において， とGの解がfo llowerとみなした部門の方セより高いというときは,①の選択 

(第1.部門をleaderとした).が不適切だったので、あるから，このケースを棄て，第 2部門f たは第 

3部門を leadei;とみなすケースを試みることになる◊

⑦⑤において，解力；受け入れられないときはfollowerの選択が不適切だったわけであるから， 

第 1部門につづく followerは第2部門でなくて，第3部門であったということ{'こなる。したが 

って，②の手続きにおいて，第 3部門を第1部門へのfo llowerとする。

( 2 ) leader follower の決定

部門が3個 （"  = 3 ) のぱあい，次の6個のケースが設定される。 ケ"^ス}〜6について各々所定 

の順位に従って解の計算をおこなう。

得られたPKとG の解が leadei•〜followerの順位と一致しているケースが妥当な順位とL て選 

ぱれ，そのぱあいの解が，貧金格差め理論/ i として受け入れられる。受 け 入 れ ら れ た と G iの 

値 を （レ3) (F-4)に代入して雇用量んf の理論値が求められる。

..ケ一ス.
leader follower I f とG の解
iTi 2位 3 位 1位 2位 3位

1 ① ② ③ W„ G, W,, G,
2 ① ③ ② ^ ,.0 , W„ G, W„ G,
3 .② ① ③ IV,. G, Wu G, W„G,
4 ② ③ ① G, W„ G, W, G、

5 ③ ① ② W,, G, Ŵ , Gi W2 G,
6 ③ ② ① W„ G, G, Wu G,

. ①®③は祐1,2, 3部門。

部門数が" （> 3 )の場合もまったく同じ原則で数値実騎がおこなえる。 . 、 

以上の手続きをト1 ,……T において所与の. およびM のもとでくり返す。これによ 

デ"ルは货金峡差の変化を発生せしめる◊

—— 22 (.462' ) ——  ’
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モ デ ル が ら 発生せしめられたWV Lの趣論値は，初期値として与*えたの値が真の値（未知）

と乖離しヤいるために, 実際値と艇ってぃるであろう。実際， めとの理論値は観測値と比較

できる。両者の差の指標（理論値と観測値の差の平方和はその一つである）が最小になるようにれの値
. (17)

を調整する0 調整ずみ の プf の値が第2次近似値として採用される。

2 労働市場の順位的均衡の条件について

数値実験の手続きに関連して，労働市場の均衡条件について補足する。

3部門の例で，ケ" 义1 と3は，第 1位の leaderと第2位の followerが逆転しているばあいで 

あるが, パラメタの値によぅては，両方のケースともに，成立することがあり得よう（ケース1は 

W^>W,>Ws,ケース3 は と い う 解 が 得 ら れ る ぱ あ い )。いま，賃金較差の最上位に位置す 

る leaderパと2位 の follower の二つに着目して，貧金較差構造（賞金較差の順位）が安定的に 

成立しうる条件を考察する。なおここでは，賞金較差構造が安定的に成立しうる状態を順位的市場 

均衡とよぶことにする◊

市場の均衡の必耍条件は，leader.として行動する企業/ !の （費用最小の）賞金PFfか followerと 

して行動する企業パのそれ， より大きいこと，すなわち， ■

( 4 - 1 ) Wi> W .

である。必要十分条件は次のようになる。 •

④y4を leader, B を fo llowerとして条件（4-1)が充足されているとき。 .

(イーJ ) 関係を逆転させて，5 を leader, VIを fo llowerとおきかえてjBに'0 ト、て leader解 

を求め，こ れ を と L , /Uこついてfollower解を求めてPKとする。このとき条件（4-1) が成立 

しないなら，A が leader B が followerの関係は安定して存ましうる。

(イー2 ) 関係を逆転させたぱあいも，やはり（4 - 1 ) が成立するならぱ， が leader, Z? が 

fo llowerという関係は安定的に存続しないし, 逆の関係もまた安定的に存続しえない。

このぱあいは，何らかの耍因（偶然的あるいは厘史的因子）によってleaderの位置を占めた企業は 

他に対して優位をもつが，他が偶然fe . 麽史的因子でleader的行為が可能であるときは,当該企 

業は容風にfollowerの位置に立つ。この意味で,このケースは， leader-follower開係がこのモ 

デル内に設定されたメ力ュズム以外のメ力ニズム（あるとすれぱ）によって維持されるという意味で， 

ボ安定である0 したがって, ケース1 , 3がともに成立するぱあいは，部門1 と2 (6モデルでの開 

係は不安定である。

leader, Z?をfollowerとして条件，（4-1 ) が充足されていないとき6

(ロー 1)関係☆逆させて，B を leader, A をfollowerとおきかえ，（4 - 1)が成立レないは'あい6

注(17) 初期値として与えた も の fiflも同様のギ繞きで第2 次近似値へと調整される。
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このばあいは，モデルは賃金較差の成立している労働市場の観測事:実を説明できない。すなわち，

モデル 0 パ ラ メ タ の 値 の セ ッ トが不適切であるか，または理論構成g 体が不適切であるかである6

( ロー2 ) 関係を逆艇させて，パを leader, を followerと お き か ( 4 - 1 ) が成5̂ するぱ

あい。このばあいはB が l,eadef, A が followerの位置において安定的である。

このケースは結局（イー1 ) のケースと同等であるから，独立なケースは（イ一 1 ) , (イー2),

(ロー 1) となる。 .

(ロー  1 )のケース , すなわち, 適切に推定されたパラメタ.セットのもとで二つの企業のどちら

をleaderにとったときも，followerの方が賃金が高くなり，（4 - 1 ) が成立しないならば，このモ

デルは昼除される。したがって，この条件はこのモデル（溝造；structure)の検誕の規傘となりうるぐ

(イー1 ) のケース，すなわち，二つの企業のどちらかをleaderとして採用して（4>"1)が成

立し，逆転させたとき成立しない（かっ理論値とぽ測値がよく一致する），というぱあいは，賞金較差

発生の存続のメカニズムはこのモデルで叙述されうる0

(イ一 2 ) のケース，すなわち，どちらをleaderとして採用しても，（4 -1) が成立するよう

な，そういうパラメタ. セットが両企業について観測されたぱあいは，モデルに導入されていない

他の因子と他のメカニズム（かりに偶然とよぽう）がニ企業のleader-follower関係を成立せしめる
(18)

ことになろう。（イー2 ) もまた検証の基準となる。

r三m学会雑誌 j 71巻 4 号 （1978年 8月)

3 数 値 例

体系の作動可能性を調べるために，二三の数値例を掲げる。

労働需要部 門 （主体）の数を2個とし， 1 , 2 で示す。パラメタを 

.ぴ1=ぴ2 ニ 1 r! ニ 0.4 7*2ニ 0‘9 み1 二め2 ニ 1 

みニー 0.5 もニ 0.01 iV ニ 10,000 

とする。.部門1では選択順位指標の生摩弾力性が相対的に大, 部門2 では相対:的に小さい。

第 1表で，第 1欄と2 欄は，それぞれ第2 部門と第1部門の相対生産規模（Qe/み2, Qi/も）である。 

両部門の相対生産規模が參しい状態（15のから出発して，ムの大きい第2部門のそれを増大させ 

る。第 2部門がleader,第 1部門がfollowerという開係は安定的に持続する。両部門のQlbが並

行じて増大せしめたときの結果は第2表に示す。leader-followei*の開係は不変のまま持続する。

注(18)检 証 塞 (ローりは现論の内部整合性の観点からの検証驻iV!であり，（イー2)はモデルのもつ観測事突に対する説明 

力にかんする検liE基でセる《なお，労働需耍主休のgain functionを利潤（ここでは所与の生産額のもとでの生産’ 
コスト）においているから，順位均衡の必要条件として, leaderの填位費fflが followerのそれより低いことが要請 

されることはいうまでもない。 《 ■
(19)デのfitiがとりわけ大きい部riとしては，例えぱ，対個人サービスのほ動の、クュイトの大きい部f*>jが考えられる。

(20)ここでは労務次けを陽ま的にとりあげ, 固定費Co', Co/についての数俯を特定化していないのて>、.第1〜7表の数 

値ま験站果においては，ijl位数用についての条件(tj：18)の吟味はおとなわれていない。しかし，舉位労ね?費について 

は，|!|1最下段，ま4最上段，爽5卞2段のヶr-スを別として，すべ,て leader部門の力がfollower*.部P)よ’り低い。

一 一 24 (̂ 4 0 4 ) — 一一
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労働市;^のモデル

Qi/bi 
follower Q

Qz/ ̂ 2 
leaderQ

leader
sector

follower
sector

h
(leader)

ム2 
(follower) (leader) (to)lower)

VVi
(leader)

^̂ 2
(follower)

ISO 150 2 1 166.9 179.5 o .m 0.639 57.89 56.62
150 160 2 1 178.6 180.0 0,885 0,634 58.24 56.65

Mf 150 170 2 1 190.3 180,5 0*882 0.629 58.57 56.72 ：r
M> 150 180 2 1 20L9 ノ180‘9 0*880 0.626 58.95 56.73

表
150 .190 2 1 213.8 181,4 0.877 1 > 0.621 59,26 56.80
150 200 2 1 225.8 182.0 0.874 0.616 59.56 56.83
150 250 2 1 273.5 183.7 0.865 0.602 60.86 56.98
150 300 2 1 346'1 186.1 0.853 0.584 62.71 57.17

, . . .- ’i

160 160 2 1 178.6 192.4 0.885 0.630 58.24 56.98
170 170 2 1 190.3 205.6 0.882 0.622 58.57 57.31

第 180 180 2 1 201.9 .218.6, 0.880 0.615 53.95 57.64
2 190 190 2 1 213-8 232.0 0.877 0.607 59.26 57‘99
表 200 200 2 1 225.8 245.5 0.874 0*599 59.56 58.34 ’ ' 1

250 250 2 1 285.4 313.4 0.863 0.568 61,18 60.07
300 300 2 1 346.1 383.3 0.853 0.542 62.71 61,84 r

160 150 2 1 166.9 191.9 0.888 0.635 57*89 56.91

第
170 150 2 1 166.9 204,3 0.888 0.632 57.89 57.23
180 150 2 1 166.9 ■ 216.9 0.888 0.628 57.89 57； 51

表 190 150 2 1 166.9 229.4 0.888 0.625 57‘89 57.80
200
250

150
150 -*•

200 750 2 1 266.3 916,8 0.489 0.800 59.99 75.47 (
200 375 2 1 254,6 438.7 0.517 0.840 59.04 64.90 . , . ぎ.
200 250 . 2 1 248,4 285.4 0‘582 0.863 58.55 61.18 -
200 188 2 1 244.5 210,8 0*605 0.878 58.27 59.20 ■■

第 200 150 *'*
4 200 50
表 200 47 1 2 217,3 74.4 0.813 0.598 56.41 56.22 ■ ' J

200 44 1 2 217,3 69.9 0.813 0.600 56.41 55.96 . i
200 42 1 2 217,3 65.8 0.813 0.602 56.41 55.79 :も

200 39 1 2 217.3 62.2 0.813 0.603 56.41 55,60 \
200; 38 1 2 217.3 ' 59.0 6.813 0 .^4 56.41 55.43

1,250 150 1 2 1,474-2 383.9 0.662 0,352 76.24 74,67
625 150 • • f

(この間解なし）
208 150 ■ • ••

m 170 150 2 1 215.0 166.9 0.629 0.888 57.48 57.89 , ■  , ‘{：
5 156 150 2 1 187.2 166.9 0.636 0.888 56.81 57.89

>•

表 139 150 2 1 165.7 166.9 0.643 0.888 56.29 57.89 ■' )

. 125 150 2 1 .148.5 166.9 0.650 0.888 55*87 57.89 i
, ' .ト

66 150
2
2

1
1 76.7 166.9 0.682 0.888 53.86 57.89 ■ ' k

63 150 , 2 1 72.7 166.9 0.684 0,888 53.74 . 57.89

' - . ■■

250 375 2 1 321,3 438.7 0.534 0.840 60.67 64.90
'X

250 250 2 1 313.4 285.4 0.568 , 0,863 60.07 61.18 \

, 250 188 ■ ••

. {この間解なし》 .]■

第 250 58
6 . 250 . 54 1 2 273.9 89.2 *0.796 0.568 57.47 57.14

表 250 50 1 2 273.9 83.0 0.796 0.570 57.47 56.83

250 47 1 2 273.9 77.6 0.796 0*572 57.47 56.57

250 44 1 2 273.9 72.8 0.796 0:5?3 57.47 56.29

250 42 1 2 273,9 68.7 0.796 0.574 57.47 56,05

250 39 1 2 273.9 64.9 0.796 0.676 57.47 55.89

250 33 1 2 273*9 57.7 0.796 0.577 57.71 57.48

300 750

300 375 2 1 388.8 438.7 0.523 0.840 62.22 64.90

300 250 2 1 379.3 285,4 0.556 0.863 61.52 6L18

300 188

《この問解なし）
第 300 68 … …

7 300 63 1 2 331.0 108*5 0.782 0.542 58.52 S8.25

.表 300 58 1 2 331.0 99.8 0.782 0.544 58.52 57.7d

300 54 1 2 331.0 92.3 0,782 0.546 58.52 57.45

300 50 1 2 331.0 85.9 0.782 0.548 58,52 57.13

300 47 1 2
0 »

331.0 80.3 0.782 0.550 58*52 56.85

300 38
1

2 331.0 63.7 0.783 0.555 (38.52 55.93

b S'
n 

ニ

9 

4

o 
o

ニ
 

=

がニ 10,000

ニ 0
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r三旧学会雑誌 j 71巻 4 号 （1978{{18月）

第 1表では，7 \ の大きい第2 部門のQ z l l h を増加せしめた。第 3までは反対に7*1の小さい第1部

門のQ i l l h を増大させる（QJMtlSOに固定する)。<5i/み1ニl e O , ….190の範囲では第;L表のケースと

同様に第2部門が leaderである状態が持続するが，Q J l h が 200以上の領iあでは解の得られない
(21)

ケース（口 -りが出現する。これは第1部門についてleader解，第 1部門についてfollower解 

を求めても，第 2 部門についてleader解，第 2部門についてfollower解を求めても，いずれも 

fo llow erの賞金の解の方が高くなるケースである。そこで，相对生産親摸Q/ろが ©i/み1 ニ200, 

Q # 2=150をはさむ領域における解の状況をみるために，Q i l b iを200に固定し，C h l lh を 750から 

38まで変化せしめる（第4ま)。 み2 が50を下まわるとleaderであった第2 部が followerにおち， 

第 1部門が leader,第2部門がfellowerという逆転，すなわち賃金較差の逆転が生じ,かつ持続 

することが知られる。

つぎにおなじく Q i l k ニ200,仏 /み2ニISOをはさむM城で，仏/ろ2を 150に闺定し，Q i l b iを 1,250 

から63まで変化させた結果を第5表に示す。 Q i l b iが 170以下のケースでは第2部門が leader 

(第3表とおな！;:）であるが，第 1部門の相対生座-規模 C h l l h が 1,250まで拡大すると第1部門が 

leaderへと逆転することがわかる。

第 6表は，第3 表の Qi/ゐ1 ニ.250, Q2/み2 ニ150のケースをはさんで，仏/みi を 250に固定したまま 

仏/み2を750から38まで変化せしめた結果である。Q s l h が 250以下のケースでは第2 部門がleader, 

第 1部門が fo llow erの関係で安定するのに対して，第 2 部門のQ s l l h が 54'以下のケースでは 

leadei'-follower関係は逆転し't 第一部門が le ade r,第 2 部門が followerの関係で安定する。

第 7表は，第 5まの Qi/み1ニ300,仏 /ろ2ニ150のケースをはさむ領域において，仏/み1ニ300を固 

定してQ # 2を 750から38まで変化せしめた結果である。仏 /み2 力；2⑩以上のケースではき2音i門 

が leader 63以卞のケ- スでは第1部門が leaderとなり，逆転する。 反対に，仏/み2 を 150に圃 

定してQ j l h を変化させたケースは，すでに第5表に掲げてある。

§ 5 /?0 = 0 のケースについて .

堪純模盤の解は，一般には非線塑方程式の解となり, 解を求めるには数値計算が必耍である。供 

給確率方程式のバラメタんが零のぱあいは，しかし，leaderと follwerについて,'それぞれ解析 

的に解を求められる。

注(21)数値験沾ili (表!〜7)に現われる解のない細ぶ（爽 の 験においてはいずれもロー 1のケースに故当する）は，積 

極的な意味をもつものではない0ここでの数値突験はモデルの作動可能性を吟味するためのもCDだが，そうでなく现 

の鋭測値（Qとmこ力、んする）と適切に撥をされたバラメタのもとで理論fiaが計算不可能（口-̂ 'Iのケース）という事 

態が生Cれぱ， デルは検証に不合格となる0

—— 26 (,46.6' ) ——
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•が.プお ン*aモシ★をミ

1 leader 解

んニ0 のときは ieaderの生産関数（1̂-4) 式は 

(5-1) Qi =  h im \ - G O Q i  H Q T ' H 

となり，均衡方程式（し-5 ) は，整理して

. 労働市場のモデル

(5-2) Gi: Ti

oci +  Ti

となる（5-2 ) 式:から， >?<1ニ0 のときは， leaderが選択対象とする雇用者の最低限の選択指標Gi 

は，貧金率とdii産水準に関係なく，生産関数のパラメタび!とU にのみ依存してきまることがわかる< 

したがって，選択対象とする供給者数iVeは . （3-?'/)式 と （5-2) 式から

(5-3) 1一

Ti oci
N

Oil +  Ti ノ ぴi  + T I

となって，やはり，資金率と生廣量0 に関係がない。このことば，しかし，leader 0 雇用量Li 

ふ貧金率が生ま水準 Q iにおして無関係ということではない。すなわち，生産闕数 

(5-4) Qi — biLi» iGiY 

に （5-2乂式を代入して， ' ’

(5-5) メ厂  へ ポ  ‘

を得，雇 用 量 は ，（5-5)をム1について解き 

((5-6) •leaderの雇用量
Ti 

となる。

この雇用量ん{を充足するのに必要な賞金W◊ ほ，(5-2)式 を （5-1)式に代入レて， (につい 
' ,

て解けば求められる0 すなわち， -'

(5-7) ▲ 畔 ( ^  ) |  を . . l e a d e r の貧金率

このよb に 丄 I も も か の 関 数 で あ る „

2 follower 解

followerの生産関数は，んニ0 を代入して， 
r

r5-8) g ニ み H0« G J

となる。

均衡方程式は，（F-8) 式にんニ0 を代入して，G について解くと， 

(5-9) G ：
Ti

oii-\-T I び+  ?*

となる。（5-2)式 と 比 岐 し て で あ る 。

followerの生産関数Q ニ {でをんについて解きGり Gに （5-2), (5-9) 式を代入すると 

followerの雇用量 . '

(5-10)' L ^ {  左 •« ........... follower の雇)]：j 量

27 ( イ<?ダ）



杯 ，

/ /

I
I

を得る。

f o l l o w e r の 賃 金 は 生 産 関 数 （5 - 8 ) 式 に ( 5 - 9 ) 戎を代 入 し て 得 ら れ る 。すな わ ち ，

(5- .11) ニ  ( び ^  ) W 4 ( ぜ ( ギ ：) 4 4

. " f o l l o w e r  の貧金率

3 市場の順位的均衡の条件

〔( 5 - 7 )式 :!は Tの：( 5 - 1 1 ) 式 〕より大きくなけれぱならない。 も し l e a d e r の 貧 金 が f o l l o w e r  

のそれ , 1ゲ， より低いという解が得られたなら， それは； l e a d e r がより高い選択順位の労働を高  

い貧金で優先雇用するという理論構成の基本前提と矛盾するからで 'ある。 したがって， （5 — 7 ) 式 

と （5- 11) 式 の こ つ い て . ■

( 5 - 1 2 )  W / W i < l :

すなわも，

PF ( I ) ふ★ ( ちて■ザ 气 ^ ) 1 + ト マ ぱ V ■ わ

r三 ffl学会雑誌 j j m  4 号 （1978̂ P8月） .

<1イ | ) 说 ) # + おゎ " ( 1 + ま +ぉ - お ( 1 + ぐ 1+ f :

でなけれぱならない。

この不等式は， 所 与 の 生 産 水 準 と 0 を も つ 二 つ の 部 I巧 （企業）力’i , 労働市場 に お い て ，それぞ  

れ l e a d e r と f o l l o w e r の闕係において順位均衡するための必要条件である。二 部 門 が 互 い に l e a d e r  

と f p l l o w e i ^ の関係で安定するためには，パラメタとと産量はこの不等式を充足せねぱならなぐ ^ 〜プ。

(5-12り式を使って，. I簿接する二つの部門（企業）間で安定的なleader-follower関係が成立す 

るためにぱ，両部門のバラメタびf r, b i と生産量Q i がいかなる数値の範囲に制約されるかを吟味 

することができる。ここでは両部門間でみの値と<3の値だけが異なるぱあいを考察# ! ) 。 （5-12/)

注(22)条件(5~12')式において注意するべき点は，①生産水準Q,とのよ,その絶対額ではなく，それぞれバラメタろ,およぴゐ 

に対する比の形で条件に入ってくることである。任意の一部nにおいて，Q とb が同一'率で増加（減少）しても均衡条件 
(5-12')式の成立（または不成立)には影響しな、、。また②ダ/働投入量(人良単位)の弹性値(《,とび）については，その絶対 

水準の大小が,均衡条仲に影響する。③選択順位の弾性値りこついては，その絶対水準は影響せず，《に対する比，y l f c t ,  

とr/び力’、影響を■Ifえる。

(23)業種は，生産技術条件によって定義される。すなわち，同一の生途関数をもつ二つの企業は同一菜種に揮しているも 
のとされる◊
ニ企業A >0に典通の生産関数（要素代替的）を

( 1 ) Qi=^fiLr(GyiUi 0‘ニパ，B)
としよう。 ’ •

初期条仲として，K a ニだ/ I ,  K i } = R b , すなわち設備規模はパ，i?において所与とする。
企業については

(2)

•----  2 8  ( ^ 4 5 8 ')----



式においてび ‘ ニび，TiニT とすると，

I ニ . 4 ニ も か  ' 4 < 1  

(5-13) f  < ( ! • )  . 1 ^  または 

( 5 - 1 4 ) 警 ' > 4 。キ

を得る。すなわち，leader (leader解を適用しうる部門）の生産規模は, 

倍以上でなけれぱならない。以上を整理して示す

. . .  ' 労働市場のモデル

f o l l o w e rの生産規模の4**

〔1 〕 必 要 条 件 （5-14) 式がどちらか一方の企業を l e a d e rとして成立しているぱあい。

(5-14) 象  > 4 。. |  、

において，

(5-15) ^  = x,

とかく。（5 - 1 4 )の成立しているときは ,

(5-140 ズ> 4 。• タ （び> 0 )  

leader f o l l o w e rを入れかえてもなお（5 - 1 4 )が成 i するのだとすれば，（5-1 4 )式 で Q 【とQ ,

b i t ろを入れかえて

(5-16) -i>4"4r («>0)

でなけれぱならない。しかし（5-140と （5-16)を同時にみたすA；とツの正の値はありえない。 

すなわち，（5-16) から

(5-160 x<A~ ^y 、

(5-140と （5-16,)を同時に満足する正のと义り領域は存在しない。 したがって，二つの主 

体>4, のどもらをleaderにとっても必要条件（5-14)カ诚立するということはない（このぱあい， 

§4の2の（イー2)のヶースは成立しない)。すなわち，どちらかをleaderとして解が必要条件（5-14) 

みす’ しているときは， leader-followevを入れ換えると，かならず必要条件を■みたさない。（5-

企業おについてほ

(3) QB=̂ p(KByL：<'(fiBy

とかける。？:こに，Kだパ）®とがだ"）'*はそれぞれ所与'であるから，タんクガとかく。びパキか*)
(4) 0/1叫3バ" ( 5  パ）>•

(5) Qb ニ ① By
すなわち, ニ企業の2̂とCを陽:刻にかいた生産関数は，定数項^の値だけが晃なる。（4), (5) 式は,.本文のケースに 

相当している。したがって，このケースは同^業齒内のニ企菜が， leader—followerの関係としズ安定的に#在しう 

るための必耍条件を示すものとみるととができる0 __
選択順位指標を薄入した要素制限的生産関数の一つの特殊な形としては，小馬.乎WI■性別労働需要摸型IlHiOJ(三旧学 

会雑詠，6义卷I2号，6S卷2 * S号を参照のtl,と。ネこでの巧女労®役入量の]•'1̂は*.一‘つの選択順位指標と解することか 

できる。 .
一：—' 29 ( 4 5 9 ' )  ■ 一■

- . ■ '  . .
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1 4 )は，したがって必要十分条件となる。 ■

C 2 ) どちらか一方の部門をleaderにとって，(5-14)力*诚立しないことが見出されたとき。

このぱあい，leader-foilower関係を入れ換えて，必要条件が成立するときとしないときがある。 

これは，ダとツすなわち，參とキの値に依存する。 ’ . ^

(5-14)が成立しないときは，（5-14' )の不等号は逆になり '

(5-17) xKi"' • y (a>0)

である。したがってleader-foUowerを入れ換えて必要条件が充足されるためには，

( 5 - 1 8 ) 1>4« . ♦

あるいは ,

(5-180 x<4~^ . y O > 0 )

でなけれぱならない。

〔2—1〕 はじめに選んだleade厂follower関係において必要条件がみたされず，入れ換えて成 

立するとき。leader-followerの入れ換えで，必要条件がみたされるためには, （5-17).と (5-180 

が同時に成立しなけれぱならないが, (5-180が成;*:すれば（5-17)は成立する。 ’

すなわち）一つの企業A を leaderとしたとき，'

象 <4。キ は お 生 産 量 * みfは/ !のみ）

となって，必要条仲がみたされぬならぱ，/ Iを followerとして逆転させ，v4 follower, B leader 

のもとで必要条件がみたされるためには，

(5-19) (りf は パ の bikXAの b )

なる領域にQ i/Qとろf/M'潘在していなけれぱならない。.

つまり，必耍条件が不成立で，（5-17)のような不等式関係になったときは，ズが4"ツより小さい 

ばかりでなく，さらにズが4-* よりさらに小さいならば，逆転 • 入れ換えて順位均衡的ieader- 

follower関係が成立するわけである。 、

〔2—2；) はじめに選んだleader-follower闕係が必要条件をみたさず,入れ換えてもみたさぬぱ 

あい。これは, 4-aツぐズ<4<»ツまたは，かきかえて4-«<一i< 4 «  '

のときである0.あるいはかきかえて，

(5-20) く警-/字 <4。 ’

というQ i lQ とゎ l i b の値の領域では, 0 —1 ) のケース，すなわち，どもらをleaderにとって 

も，必要条件がみたされないケースとなり，賃金較差と雇用にかんする所与の観測事実（資料）に 

対してホデルのパラメクが? 庚に反する値で、あるか，またはキデルそのものが?が妻に反するか，の 

どちらかである。 ■

.--- 30 (^47o ') ----

I



■ i  働市場のモデル •

(5 - 2 0 )式からあきかなとおり，《( > 0 )の値が大きいほど，leaderをどもらにとっても必要条 

件がみたされぬケ" ス の 成 立 す る 可 能 性 も /みの領域は広くなる。

nn

1.賞金較差の形成と較差の変化のメカニズムを叙述，分析するためのま#的な労働市場趣論が提 

示された。基本的な分析概念として順位i的均衡の概念が導入された。経験の示すところによれば， 

企 業 （事業所）規模別の賞金較差の順位には簿しい変動がみられず，順位の逆転も逆転〜恢復が頻 

繁にくり返されるような形では生じない0 この事実は，上述の順位的均衡型の理論機成が，有効な 

分析要具として，まず試みられるべきセあるごとを示唆している。

2.当該理論をふまえた単純モデルの作動可能性を吟味するための数値実験がおこなわれた。

3.(イ)単純モデルは所与の資料に即応した適切な実験計画のもとで，産業間賞金較差(産業.内規模 

別較差をふくめて）の分析等に幅広く適用を試みることができる。（ロ)このばあい労働の性別分割が必 

要であるが，このモデルの中の労働投入量を性別に分割することは容具である。以上(イXロ)めニ点は 
' ■

次稿の課題である。

. (経済学部教授)

注(24 )ケインズ的有効需要命題を，主体め衡现論（極大化原理にもとづく企業の労需耍超!1命と家1十の労働供1̂\理論）をふ 

まえて脚H1するためにも，.この型め理論撒おが要講されるであろう。（注3所揭の文献①②を参照のこと）6
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